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相互発展の参照枠となる国際日本学研究の試み
王　敏
　法政大学国際日本学研究所専任所員、教授
2003年度から、多岐にわたる国際日本学という「中国・東アジアにおける日本研究」を受け持っている。
現在までの同研究の課題と進展の概略を書き留めておく。
　
スタンス
「国際日本学」は途上の研究分野である。その方法論の試みとして、「異文化としての日本研究」の成
果活用・開拓的研究を志向した。研究のあり方を探るため「外部｣ の視点を可能な限り取り入れてきた。
総合的日本研究というスタンスを基本的に失わないようにしている。
研究対象である日本と異なる文化背景を念頭にアジア諸国などの日本研究の動向およびその成果の有
用性に注目すること。アジアには国レベル、あるいは国民レベルに限られる価値基準が独自に存在する
だけに、日本研究を深めるためには日本以外の角度による地域研究にもっと留意すべきと気づかされる。
日本研究成果の見直しと再透析によって参考とすべき思考枠の抽出へ、地域性を反映した各国研究の成
果に謙虚に触れるように努めたい。
もとより、一地域の日本研究に偏重を避け、自他の日本研究を再検討し、互いに「参照枠」となる啓
発型の研究活動を志向していく必要がある。東アジアの「日本意識」の現在に関する研究調査・分析は
欠かせない。他方で「日本意識」と表裏一体の関係でもある日本の自己認識との間で、相対的に比較し
つつ相互研究するという姿勢での交流活動も併せて進めることが求められている。
日中関係、東アジアとの相関関係には日本研究の成果は欠かせない。その活用へ「応用」型研究と「交
流」型研究と積極的に取り組み、成果の発信を通じて、社会や時代に貢献可能な方向へ、模索を続ける
必要がある。
研究の基礎認識
東アジアでは共通の文化素養が普遍的に満ちながらも、各国・地域で精神遍歴と体験知の違いがある。
それゆえ普遍と個性の両方を見ていかなければならない、見逃されがちな地域の個性にあらためて留意
していかねばならないことを強調したい。地域間の相違は国境を越えた共有の利益に向かう場合でも、
しばしば相互認識の弊害と化し、摩擦の要素になりうる。この弊害を乗り越えるため、共通の文化素養
と価値基準を再認識させ、意思疎通の土台になる認識が必要である一方、異なる部分の輪郭を明瞭に描
くことによって、並行にある相互の認識をより寄せる努力も重要と思われる。とくに欧米の価値基準の
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教養体質に染まった戦後日本の「学術風土」にとって、中国とアジアの日本意識を知る過程は自己認識
と改革の良性循環であり、東アジア諸国との相互理解、相互認識、相互学習、相互発展を求められる通
路にもなろう。そこからアジア諸国間に、日中間に求められている地域型相互理解の行方が見えてくる
実践的研究を重ねていかねばならないであろう。
研究内容の一部
一、		研究会の開催
  「東アジアの変化と日本研究に求められる対応」というテーマ課題のもとに、東アジアにおける
日本意識の現在の性格を概略的に把握するための研究会を 2005～ 2015年の間、毎年約 10回開
催した。
二、		研究論文集の発刊
	 	『異文化としての日本――内外の視点』などを 2005年以来、法政大学国際日本学研究センター、
研究所において毎年編集し発行した。
三、		学術研究における諸外国との相互理解、互恵関係を深化させる方向性を探り、内外に通じる知的
ネットワークの構築を深めていくため、積極的に各国の若手研究者（国費派遣）を毎年受け入れ
ている。
同研究を通して
〈１〉		中国、アジアにおける日本研究の発展が見えた
	研究対象としての日本を捉え、世界的な基準を意識して研究成果を検証しようとする研究姿勢は、顕
著に発展していることと思われる。
〈２〉		日本研究を継続させている背景が覗える
	 ・ 	日本語科学生数の急増に伴う日本を知る参考書需要の拡大時期が徐々に、漫画やアニメなど、
若者世代から支持される日本の大衆文化を中心の方向へ、変容されていくと思われる。
	 ・ 	日本学術界との盛んなる交流はこれまで以上に、分野、規模、人数など、あらゆる面で充実
されつつある。
こうした背景には、とくに中国の経済力が強い牽引力となる一面を認識させてくれる。
　　
今後の展望
相互の参照枠となれる日本研究そのものの魅力づくりと、研究の持続力が決め手であろう。
